
■端子概要■（ポートの兼用機能など詳しい説明はメーカーマニュアルをご参照ください）

番号 入出力 機能名称 兼用機能 リセット時 機能

1 入出力 Ｐ４１ TI03/INTP2 入力ポート ポート４。２ビット入出力ポート。１ビット単位で入／出力

の指定可能。入力ポートではソフトウェアの設定により内蔵

プルアップ抵抗を使用可能。
２ 入出力 Ｐ４０ KR0/TOOL0/

(PCLBUZ0)/

(TI01/TO01)

入力ポート

3 入力 Ｐ１２５ KR1/

nRESET(負論理)

入力ポート ポート１２。Ｐ１２１、Ｐ１２２とともに３ビット入力専用

ポートを構成します。Ｐ１２５はソフトウェアの設定により

内蔵プルアップ抵抗の使用可能。

４ 入力 Ｐ１３７ TI00/INTP0 入力ポート ポート１３。１ビット入力専用ポート。

５ 入力 Ｐ１２２ X2/EXCLK/(INTP2) 入力ポート ポート１２。Ｐ１２５とともに３ビット入力専用ポートを

構成します。出荷時はセラロックＯＳＣ１に接続済みです。
６ 入力 Ｐ１２１ X1/(INTP3) 入力ポート

７ 電源－ ＶＳＳ 電源グランド端子

８ 電源＋ ＶＤＤ 電源＋　２．７～５．５Ｖ

９ 入出力 Ｐ００ SO00/TXD0/

INTP1

入力ポート ポート０。８ビット入出力ポート。１ビット単位で入／出力

を指定可能。

入力ポートでは、ソフトウェアの設定により内蔵プルアップ

抵抗を使用可能。

Ｐ００、Ｐ０１、Ｐ０６、Ｐ０７の出力はＮ－ｃｈのオープ

ンドレイン出力（ＶＤＤ耐圧）に設定可能。

Ｐ０１～Ｐ０７はアナログ入力に設定可能。

１０ 入出力 Ｐ０１ ANI0/SI00/

RXD0/SDA00/KR2

アナログ入

力

１１ 入出力 Ｐ０２ ANI1/SCK00/

SCL00/PCLBUZ0/

KR3/VCOUT0

１２ 入出力 Ｐ０３ ANI2/TO00/KR4/

(INTP1)/IVCMP0

１３ 入出力 Ｐ０４ ANI3/TI01/TO01/

KR5/IVREF0

１４ 入出力 Ｐ０５ ANI4/TI02/TO02/

SO01

１５ 入出力 Ｐ０６ ANI5/SCLA0/

INTP3/SI01

１６ 入出力 Ｐ０７ ANI6/SDAA0/

TO03/SCK01

■ソフトウェア開発■
・ソフトウェア開発にはルネサスエレクトロニクス社【無償評価版】統合開

発環 CS+ for CC V3.00.00 やパズル感覚でプログラム作成できる

Applilet EZ for RL78 などがご使用いただけます

・下図は E1 エミュレータを使用した場合の書込み回路例です。

・書き込みソフトは「Renesas Flash Programmer V2.05」

をご使用ください。

Ｒ５Ｆ１０Ｙ４７ＡＳＰ

◆コードフラッシュメモリ：４ＫＢ、ＲＡＭ：５１２Ｂ

◆最小命令実行時間：０．０５ μ ｓ（２０ＭＨｚ動作時）

◆タイマ：１６ｂｉｔｘ４ｃｈ、ウォッチドッグタイマｘ１、

１２ｂｉｔインターバルタイマｘ１、タイマ出力ｘ４（PWM 出力ｘ３）

　　　 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

詳細はメーカーマニュアルをご覧ください。

■基板回路図■■基板外形図■

注 ６．５Ｖ以下であること。

注意 各項目のうち１項目で

　も、また一瞬でも絶 対

　最大定格を越えると、 

　製品の品 質を損なう恐 

　れがあります。

　つまり絶対最大定格と

　は、製 品に物理的な損

　傷を与えかねない定格

　値です。

　必ずこの定格値を越え

　ない状態で、製品をご

　使用ください。

備考１．特に指定のないか

　　ぎり、兼用端子の特性

　　はポート端子の特性と

　　同じです。

備考２．Ｖｓｓを基準電圧

　　とする。

端子名称 入出力 未使用時の推奨接続方法

P00-P07 入出力 入力時：個別に抵抗を介して、

ＶＤＤまたはＶＳＳに接続

        してください。

出力時：オープンにしてください。

P40/

TOOL0

入力時：個別に抵抗を介して、

        ＶＤＤに接続してください。

出力時：オープンにしてください。

P41 入力時：個別に抵抗を介して、

ＶＤＤまた はＶＳＳに接続

してください。

出力時：オープンにしてください。

P121,P122 入力 個別に抵抗を介して、ＶＤＤまたは

ＶＳＳに接続してください。

P125/

nRESET

入力 PORTSELB=1 の状態で、オープン

またはＶＤＤに接続してください。

P137 入力 個別に抵抗を介して、ＶＤＤまたは

ＶＳＳに接続してください。

詳しい説明はメーカーマニュアルをご参照ください。

■ソルダ（はんだ）ジャンパー■
・基板裏面のソルダジャンパーは２０ＭＨｚ

外部発振子の接続／切断に使用します。出荷

時は接続されていますので、内部発振回路を

使う場合、あるいは基板外部に発振回路等を

接続する場合は①②の中心で接続しているパ

ターンを両方カッター等で切断してください。

・切断の場合は、他のパターンや、ご自身の

手指を傷付けないようにご注意ください。

・再接続の際はハンダを盛って、半月パター

ン双方をショートしてください。

中心（Ｘ印

の部分）を

切断します。

◆ルネサスＥ１エミュレータを使用してソフトウェア書き込みが可能です。

◆超低消費電力。動作時４６ μ Ａ／ＭＨｚ、スタンバイ時５６０ｎＡ

◆高速オンチップオシレータ：１．２５～２０ＭＨｚ（ＶＤＤ２．７～５．５Ｖ）基板上には２０ＭＨｚセラロック実装済。

◆低速オンチップオシレータ：１５ｋＨｚ

◆汎用レジスタ：８ｂｉｔｘ８　◆Ｉ／Ｏポートｘ１４

◆１０ビットＡ／Ｄコンバータ：７ｃｈ（２．４Ｖ～５．５Ｖ動作）

◆シリアルインタフェース：ＣＳＩｘ２、簡易Ｉ２Ｃｘ１、ＵＡＲＴｘ１

ＲＬ７８／Ｇ１０フラッシュマイコンＤＩＰ化モジュール
２．５４ m ｍ１６ピンＤＩＰ 300 ｍｉｌ幅サイズの基板に変換実装しました。



　 注１．ＶＤＤに流れる電流です。入力端子を

ＶＤＤまたはＶＳＳに固定した状態での入力リー

ク電流を含みます。またMAX.値には、周辺

動作電流を含みます。ただし、Ａ／Ｄコン

バータ、Ｉ／Ｏポート、内蔵プルアップ／プ

ルダウン抵抗に流れる電流は含みません。

注２．フラッシュ・メモリでのHALT命令実

行時。

注３．ウォッチドッグ・タイマに流れる電流

は含みません。


